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鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 29巻 第 1号 (1987)    19
なる。
永井には,引用した著書のほか「排遊戯的体操に就いて」(『教育時論』第861号 明治43年3月15日),「体
育に就て」(同前誌 第826号 明治42年3月25日),「体育上の希望」(同前誌 第886号 明治42年■月25日),
「運動競技会一洗の望J(同前誌 第920号 明治43年■月5日),「今秋の運動会に就ての所感を述ぶJ(同前
誌 第1062号 大正3年10月15日)等の論文がある。
『学校体操要義』 大日本図書 大正2年 P3








「戦後における我国民の体育J 教育学術研究会編 『戦後における我が国の教育』 同文館 大正6年 P484
同 前 P484
『学校体操教授要目の精神及実施上の注意』 同文館 大正 7年 P4
′『学校体操要義』 pp 4～6
『学校体操教授要日の精神及実施上の注意』 P4












拙稿『大正自由主義体育思想の研究(1)』鳥取大学教育学研究報告 第18巻 第 1号 昭和51年参照
同 書 中文堂 序 Pl















1391 藤原喜代蔵 『明治・大正・昭和教育人物思想史』 第3巻 東亜政経社 昭和8年 pp686～6舒
1401「学校体操教授要目と遊戯」F実際遊戯教授書」 真行寺朗生 F近代日本体育史』 昭和104F 浅見文
林堂 pp280～290所収




10 同 前 p4むo
(昭和62年4月1‐5日受理)
